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中期経営計画(2027) 成長戦略の進捗 ～株式会社フジコー株式取得～

フジコーは自動車、情報電子、半導体関連など成長分野で、優れたフィルム加工技術により、
顧客との強固な関係を構築している

2026年１月に株式会社フジコーの全株式を取得し、連結子会社

フィルム製膜技術 フィルム加工技術 開発力

【株式取得の狙い❶事業ポートフォリオ変革の原動力】

【株式取得の狙い❷垂直統合型の開発・生産体制の構築】

中長期の成長を見据えた先行投資の加速

⚫ 医薬、半導体、情報電子等の成長分野への拡販に向け、
フジコーにてグラビアコーティング機の導入を決定

【投資概要】

• 投資金額 ： 11．6億円

• 設置場所 ： 大倉工業 丸亀工場

• 稼働予定 ： 2028年

Next10(2030)で掲げた当社グループの事業ポートフォリオ

⇒本投資により2.5億円の営業利益増を見込む

統合効果による収益寄与が拡大する見通しから、
２０３０年の同社営業利益目標を１０億円から15億円へ上方修正

※ ２０２６年１月時点での２０２６年営業利益は５億円を予想

統合シナジーの確実な具現化と初期成果

調 達

販 売

グループ調達力の最大活用による原材料コストの適正化、
およびブランド力・安定供給を強みとした販売強化により、
営業利益率が2倍に向上

製 造
香川県内の生産統合・最適化に着手。生産性向上による
コスト競争力の更なる強化を図る

開 発
素材から加工までを垂直統合し、市場優位性の高い新製
品を共同開発を推進中

・
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社 名 合肥京倉新材料科技有限公司

所在地 中華人民共和国安徽省合肥市

代表者 王子涛

設 立 2026年３月31日

事業内容 ディスプレイ向け偏光板用光学フィルム製造販売

資本金 ６億人民元（約134億円）

出資比率 BOE 66％、大倉工業 34％

【合弁会社の概要】

⚫ ディスプレイデバイス、スマートシス
テム、ヘルスサービスを主力とする
世界トップのディスプレイメーカー

⚫ 現在は、偏光板メーカーを経由して
取引している当社の間接的な顧客
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現在～合弁会社の製造ライン稼働まで

⚫ BOEとの強固なパートナーシップを基盤に、既存光学フィルムの拡販

⇒BOEのハイエンドディスプレイ向けに供給中の、当社高付加価値フィルムを軸に、

同社の市場支配力と販売力を最大限に活用し、市場シェアのさらなる拡大を目指す

市場拡大と高付加価値化の進展

⚫ TV市場の大画面化傾向の継続に伴い、偏光板需要年率2～４%で伸長

⚫ 高精細、高輝度、広視野角といった性能向上により、液晶テレビの高機能化が進展

⇒ディスプレイ市場の拡大と高付加価値化の牽引役がBOE

BOEとの関係強化による光学フィルム拡大の道筋

合弁会社の製造ライン稼働後 （２０２８年以降）

⚫ ハイエンドで培った実績を活かし、高付加価値フィルムの採用範囲を

拡大させることで業界におけるデファクトスタンダードの確立を図る。

⚫ 最先端のディスプレイ技術へのアクセスと共同開発を一段と加速させ、

光学フィルムの新たな領域へと進出

【光学フィルムの主な商流（当社とBOEの位置づけ）】

2026年3月にBOEとの合弁契約を締結し、
同社とのパートナーシップを強化

中期経営計画(2027) 成長戦略の進捗 ～BOEとの関係強化による光学フィルムの拡大～
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